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NIC は米国有数のシンクタンクである RAND 社へ
調査を委託した。 
同社は、2001年 3月、報告書「The Global 
Technology Revolution: Bio/Nano/Materials 
Trends and Their Synergies with Information 
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4.3.3 2002年度教書案における DOEの R&D予算 
図表３に、DOE の主要 R&D プログラムにつ
いて、2001 年度予算と 2002 年度教書案を比較
する。 















原子力エネルギー 81 57 -29 
（核エネルギー研究構想） 34.8 18.1 -48 
（核エネルギー装置最適化） 5 4.5 -10 
放射性廃棄物処理 390 445 14 
化石エネルギー 392 296 -25 
（クリーンコール技術） 0 150 － 
（炭素回収） 18.8 20.7 10 
（超低公害燃料） 23.4 7 -70 
再生可能エネルギー 328 227 -31 
（バイオマス/バイオ燃料） 86.3 80.5 -7 
（水素） 26.9 13.9 -48 
（地熱） 26.9 13.9 -48 
（風力） 92.7 42.9 -54 
エネルギー効率向上 39.6 20.5 -48 
（産業利用） 149 88 -41 
（輸送利用） 255 239 -6 
核セキュリティ 6,641 6,777 2 
（備蓄） 246 305 24 
（サイバーセキュリティ） 28.8 58 101 
（核不拡散） 
204 195 -5 
計 7,700 7,400 -4.5 
出典：Budget of the United States Government, 
Fiscal Year 2002, Office of Management and 
Budget 
Management and Budget2002年度教書案では、
DOEの R&D予算が前年より 4.5%減少している。 
放射性廃棄物処理に関する R&D予算の増加
は、研究段階から開発段階への移行によるもの































ネルギー政策法（Comprehensive and Balanced 




































・天然資源保護評議会（ Natural Resources 
Defense Council）ホーキンス気候センター代表 







































































4.4.1 2002年度 IT分野の R&D予算 
2002 年度の大統領予算教書における省庁横













でおり、万一、ブッシュ政権が IT 分野の R&D
予算を大幅に削る案を出したとしても、議会が
認めるはずはない。」 






















































IT 分野の R&D 政策に大きな影響を及ぼすも
のに、PITAC勧告がある。 
PITAC は、産学から集められたトップレベルの


























・ IT分野の R&Dに関する PITACの新勧告 
 
など挙げることができよう。 
 
